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扉裏 <扉裏題＞ 奥中： <奥中題＞
尾： <尾題＞ 序中： <序中題＞
見： <見返し題＞ 賊中： <賊中題＞
外： <外題＞ 峡： <峡外題＞
序首： <序首題＞ 裏見： <裏見題＞
7． その他要素データ（独自タグ"¥F''のデータ）変換
（1）独自のタグ(¥F)をその他要素の開始と考え、"<その他>"のス
タートタグに変換する。
（2）目録データの構造において、その他要素配下には刊記要素、刊年要素
が存在する可能性があり、両要素が存在する場合には必ず刊記要素が
先になくてはいけない。よって、その他データ内に”刊：”の文字列
があるかを確認し、ある場合にはそれを刊記要素の開始と考え、”＜
刊記＞”のスタートタグに変換する。無い場合には刊記要素は存在し
ないことになる。そして刊記要素が存在する場合には、”刊：”以降
に”＝”があるかを確認し、ある場合には”＝”を刊年要素の開始と
考え”＜刊年＞”のスタートタグに変換する。ない場合には刊年要素
は存在しないことになる。”刊：”から”＝”までが刊記データ、”＝”
以降が刊年データとなる。刊記要素が存在しない場合には、その他デ
ータ内に”＝”があるかを確認し、ある場合には、”＝”を刊年要素
の開始と考え、”＜刊年＞”のスタートタグに変換する。，'＝”以降が
刊年データとなる。
（3）刊記要素配下にはヨミ要素が存在する場合があるので、刊記データ内
の”(”をヨミ要素の開始と判断し、”＜ヨミ＞”のスタートタグに変
換する。また、”(”以降に最初に現れた”)”をそのヨミ要素の終了
と判断し、”＜／ヨミ＞”のエンドタグに変換する。なお、ヨミ要素
の開始からヨミ要素の終了までの間に存在する”(”は、ヨミ要素の
開始とは判断せず、ヨミデータとして扱う。
－36－
